
社会資本総合整備計画

都市
と し

機能
き の う

を集約
し ゅ う や く

した快適
か い て き

で安全
あ ん ぜ ん

・安心
あ ん し ん

なまちづくり（第３回変更）

岐阜県
ぎ ふ け ん

　不破郡
ふ わ ぐ ん

　垂井
た る い

町
ちょう

令和３年１１月



都市機能を集約した快適で安全・安心なまちづくり

平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 垂井町

・町全体人口の減少傾向にある中で、地区内に居住する人口4,501人(H30)の現状維持（4,500人(R4)）を図る
・地区内の公共施設（文化会館、地域交流センター、図書館）の年間利用者数を241,827人（H30）から249,000人（R4）に増加
・駅の一日平均利用者数を2,642人（H30）から2,544人（R4）に下げ止まりを図る

（H30当初） （R2末） （R4末）

地区内に居住する人口を測定する。

地区内の公共施設（文化会館、地域交流センター、図書館）の年間の利用者数を測定する。

A１　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4 （百万円） 策定状況

1-A-1 都市再生 一般 垂井町 直接 垂井町 - 垂井町中心市街地地区都市再生整備計画事業 773.4 1.2 －

小計 773.4 1.2 －
B　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4 （百万円） 策定状況

小計
Ｃ　効果促進事業
C1　河川効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4 （百万円）

小計

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H30 R1 R2 R3 R4

合計

番号

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

番号 事業者
要素となる事業名
（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円） 備考

備考

事業実施期間（年度）
備考

工種

費用便益比 備考

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容 市町村名

番号 事業者
事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容 市町村名

費用便益比 備考

A=139ha　道路、高次都市施設、高質空間形成施
設、地域生活基盤施設、事業活用調査

垂井町

交付対象事業

番号 事業者
事業及び
施設種別

要素となる事業名 事業内容 市町村名

－ Ｄ －
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

2,544

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
773.4百万円 Ａ 773.4百万円 Ｂ － Ｃ

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

4,501人 4,500

241,827人 249,000

駅の一日平均利用者数を測定する。 2,642人

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成30年3月12日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

垂井町は、中山道垂井宿など多くの歴史的資産や一級河川相川をはじめとする豊かな自然環境を有した町であるが、平成に入ってからは町全体の人口はほぼ横這いであり、中心市街地においては旧中山道沿いの商店街などは空洞化の進行や活力の低下がみられる。そこで、都市機能を集
約した快適で安全・安心なまちづくりを目標とした都市再生整備計画事業を実施し、地域住民の交流の場を創出するとともに、道路等の基盤整備の充実により、安全・安心で快適な市街地の再生及び活性化を図る。



（参考図面）市街地整備

計画の名称 都市機能を集約した快適で安全・安心なまちづくり

計画の期間 平成30年度　～　令和4年度　（5年間） 垂井町交付対象

1-A-1 垂井町中心市街地地

区都市再生整備計画事業

タルイピアセンター

文化会館

新庁舎


